
発刊元：自衛隊宮崎地方協力本部

編 集：募 集 課 広 報 班

お問い合わせ

宮崎県宮崎市東大淀2丁目1-39
TEL＆FAX 0985-53-2643

（１）第７８号 宮崎地本だより 令和 ７年 ５月

Miyazaki
Provincial Cooperation office

宮崎地本だより
宮 崎

検 索

自衛隊宮崎地方協力本部
https://www.mod.go.jp/pco/miyazaki/

HP

【国家を守る公務員】自衛官募集中!!

HP

『入校式・入隊式』若者が宮崎から全国へ！！

【第１０代目黒子本部長離任式】 【西部方面総監「荒井 正芳 陸将」初度視察を受察】令和７年４月２２日（火）

自衛隊宮崎地方協力本部の
ホームページをリニューアルしました!!

たくさんのフォロー・いいね！
よろしくお願いします！

HP
みやざき犬使用許可第２８００４２号

今年度、宮崎県から約２２０名の若者が北は埼玉、南は鹿児島まで
全国の各教育隊へ入隊し、令和７年４月５日（土）防衛大学校へ入校
しました。令和７年４月６日（日）国分駐屯地（第１１３教育大隊）、
久留米駐屯地（第１１８教育大隊）、都城駐屯地（第４３普通科連
隊）に一般曹候補生及び自衛官候補生（陸自）が入隊し、令和７年４
月７日（月）防衛医科大学校及び高等工科学校へ入校しました。令和
７年４月８日（火）佐世保基地（佐世保教育隊）、横須賀基地（横須
賀教育隊）に一般曹候補生及び自衛官候補生（海自）が入隊し、令和
７年４月８日（火）防府南基地（航空教育隊第１教育群）に一般曹候
補生及び自衛官候補生（空自）が入隊し各基地・駐屯地で新隊員の入
隊式が行われました。新隊員は新品の制服に袖を通し堂々と入場し、
服務の宣誓を力強く読み上げ、これから国防を担う自衛官の一員とし
て第一歩を踏み出しました。 宣誓を読み上げる新隊員（国分駐屯地）

高等工科学校（武山） 都城駐屯地（都城）

佐世保教育隊（佐世保） 第１１３教育大隊（国分）

部員一同新本部長と記念撮影（本庁舎前） 管理班長による施設説明

本庁舎内巡視（募集課）

本部長統率方針「変化への対応」・要望
事項「協力」部員一同一致団結して募集及
び援護業務等に邁進していきましょう。と
着任の挨拶を頂きました。

部員一同前本部長と記念撮影（本庁舎前）

令和７年３月１９日
（水）に宮崎地方協力
本部長（第１０代 黒
子 一也 １等空佐）
の離任式を実施しまし
た。要望事項「将来を
考える」「人を大切に
する」「知恵を活かす
」等を掲げ２年２ヶ月
勤務して頂き、地域及
び各協力団体と自衛隊
のために貢献されまし
た。次の勤務地である
第４補給処木更津支処
長に上番され、ご活躍
を祈念いたします。本
部を始め、各事務所等
お世話になりました。

総監訓示の際、「今日、宮崎
地方協力本部を視察させてもら
い皆がやっている施策、努力に
ついてはよく理解できた。
皆がしっかりとやってくれてい
ることを確認できて安心した。
本当にありがとう。
引き続きしっかりとやってもら
いたい。」と訓示を頂きました。
また、宮崎県防衛協会会長・宮
崎県知事（河野 俊嗣 氏）へ
表敬され、人材の確保や防衛基
盤等の強化を図り、今後の協力
への依頼をして頂きました。そ
の後、本部会議室で意見交換会
が実施され、地本部員の意見等
を聞いて頂き、激励して頂きま
した。

『第１１代目宮崎地方協力本部・本部長 壹岐香里１等空佐』着任！！ 令和７年３月２４日付】

は
じ
め
に
、
平
素
か
ら
の
私
た
ち
自
衛
隊

の
活
動
へ
の
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
３
月
２
４
日
（
月
）
に
宮
崎
地
方

協
力
本
部
長
を
拝
命
し
た
壹
岐
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出
身
地
で
あ
る
宮
崎
で
の
初
勤
務
が
地
方

協
力
本
部
と
な
り
、
大
変
嬉
し
く
、
ま
た
、

光
栄
に
思
い
ま
す
。
着
任
以
降
、
各
協
力
団

体
や
関
係
者
の
方
々
に
宮
崎
の
暖
か
い
気
候

と
同
じ
く
温
か
く
迎
え
て
頂
き
、
宮
崎
の
心

地
良
さ
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
宮
崎
か
ら
離
れ
て
勤
務
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
宮
崎
の
良
さ
を
よ
り
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

今
回
初
め
て
宮
崎
か
ら
部
隊
に
向
か
う
入

隊
者
の
見
送
り
や
都
城
で
の
入
隊
式
に
参
加

し
、
志
高
く
希
望
に
あ
ふ
れ
、
慣
れ
な
い
訓

練
に
も
前
向
き
に
取
り
組
も
う
と
す
る
若
者

た
ち
と
接
し
、
大
変
心
強
く
感
じ
そ
の
姿
に

活
力
を
も
ら
う
と
と
も
に
、
自
分
自
身
を
振

り
返
り
、
改
め
て
彼
ら
彼
女
ら
と
同
じ
よ
う

に
自
身
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
を
全
う
す
る
決

意
を
し
た
次
第
で
す
。

私
た
ち
は
現
在
、
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安

全
保
障
環
境
に
直
面
し
て
お
り
、
自
衛
隊
の

各
種
活
動
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

宮
崎
地
方
協
力
本
部
は
様
々
な
状
況
変
化

に
柔
軟
に
対
応
し
、
身
近
で
頼
り
に
な
る
存

在
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
と
自
衛
隊
を
繋
ぐ

役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
私
た
ち
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
部
員
一
丸
と
な
り
こ
れ
か
ら

も
業
務
に
取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記念撮影（本庁舎前）

総監訓示 宮崎県知事を表敬（知事室）

https://www.mod.go.jp/pco/miyazaki/


（２）第７８号 宮崎地本だより 令和 ７年 ５月

【国家を守る公務員】自衛官募集中!!

P h o t o G a l l e r y 

航空自衛官
隼 人

【はやと】延 岡 市 都 農 町

川 南 町
西 都 市

新 富 町
宮 崎 市

佐土原町

国 富 町

都 城 市

日 南 市 えびの市

小 林 市

みやざき犬使用許可第２８００４２号

入隊者代表お礼の言葉（宮崎市）

入隊者代表お礼の言葉（日南市） 入隊者代表お礼の言葉（都城市）

入隊者代表お礼の言葉（西都市）

入隊者代表お礼の言葉（小林市）

入隊者代表お礼の言葉
（佐土原町）



海上自衛官
渚

【なぎさ】

（３）第７６号 宮崎地本だより 令和 ７年 ５月

【国家を守る公務員】自衛官募集中!!

P h o t o G a l l e r y 
着隊（校）業務

陸上自衛官
日 向

【ひなた】

自衛隊宮崎地方協力本部の
ホームページをリニューアルしました!!

たくさんのフォロー・いいね！
よろしくお願いします！

HP みやざき犬使用許可第２８００４２号

第１１８教育大隊
（久留米駐屯地）

佐世保教育隊
（佐世保基地）

航空学生（小月基地）

高等工科学校（武山駐屯地）

第１１３教育大隊（国分駐屯地）

第１１７教育大隊
（武山駐屯地）

女性自衛官教育隊
（朝霞駐屯地）

都城教育隊（都城駐屯地）

横須賀教育隊（武山）

第１１０教育大隊
（松山駐屯地）

第１教育群（防府南基地）

第１教育群（防府南基地） 第１教育群（防府南基地）

第１教育群（防府南基地）

ご家族見送り

ご家族見送り



（４）第７８号 宮崎地本だより 令和 ７年 ５月

【国家を守る公務員】自衛官募集中!!

【 異 任 紹 介 】
【
転
出
者
】

西
部
方
面
総
監
部
（
健
軍
）

二
等
陸
佐

黒
木

伸
浩

（
募
集
課
長
）

西
部
方
面
総
監
部
（
健
軍
）

一
等
陸
尉

小
長
谷

聡

（
募
集
班
長
）

第
二
十
四
航
空
隊
（
小
松
島
）

准
海
尉

野
曽
場

誠
司

（
宮
崎
募
集
案
内
所
）

第
五
航
空
団
（
新
田
原
）

准
空
曹

小
野

啓
一

（
日
向
地
域
事
務
所
）

都
城
駐
屯
地
業
務
隊
（
都
城
）

陸
曹
長

鳴
海

秀
幸

（
援
護
課
）

都
城
駐
屯
地
業
務
隊
（
都
城
）

一
等
陸
曹

瀬
戸
口

良
宏

（
都
城
地
域
事
務
所
）

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（
久
留
米
）

一
等
陸
曹

髙
地

進
也

（
延
岡
出
張
所
）

第
五
航
空
団
（
新
田
原
）

二
等
空
曹

祝
田

愛
子

（
新
田
原
分
駐
所
）

令
和
七
年
三
月
十
七
日
付

都
城
駐
屯
地
業
務
隊
（
都
城
）

防
衛
事
務
官

仮
屋

裕
之

（
援
護
課
長
）

熊
本
地
方
協
力
本
部
（
熊
本
）

防
衛
事
務
官

後
藤

利
彦

（
予
備
自
班
長
）

鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
（
鹿
児
島
）

防
衛
事
務
官

園
原

健
一

（
総
務
課
）

健
軍
駐
屯
地
業
務
隊
高
遊
原
派
遣
隊
（
高
遊
原
）

防
衛
事
務
官

東

英
佳

（
募
集
課
）

令
和
七
年
四
月
一
日
付

【
部
内
異
動
】

新
田
原
分
駐
所
（
広
報
官
）

二
等
陸
曹

坂
元

友
謹

（
募
集
課
）

令
和
七
年
三
月
十
七
日
付

援
護
企
画
専
門
官
（
援
護
課
）

防
衛
事
務
官

黒
木

裕
一

（
総
務
課
）

渉
外
・
国
民
保
護
主
任
（
総
務
課
）

防
衛
事
務
官

福
嶋

亮
太

（
募
集
課
）

令
和
七
年
四
月
一
日
付

【
転
入
者
】

募
集
課
長

二
等
陸
佐

井
上

博
文

（
国
分
駐
屯
地
業
務
隊
長
）

【宮崎地方協力本部創立７０周年記念行事】in MRT micc２Fダイヤモンドホール令和７年２月２４日（月）

【令和６年度宮崎地方協力本部長感謝状贈呈】

募
集
班
長

三
等
陸
佐

植
村

高
信

（
え
び
の
駐
屯
地
総
務
課
長
）

募
集
課

陸
曹
長

関

周
作

（
第
十
二
普
通
科
連
隊
）

総
務
課

陸
曹
長

佐
藤

桃
子

（
西
部
方
面
総
監
部
付
隊
）

延
岡
出
張
所

二
等
陸
曹

濱
田

茂
幸

（
水
陸
機
動
団
本
部
付
隊
）

新
田
原
分
駐
所

二
等
空
曹

阿
川

孝
行

（
西
部
航
空
方
面
隊
司
令
部
支
援
飛
行
隊
）

都
城
地
域
事
務
所

二
等
陸
曹

杉
本

良
平

（
第
四
十
三
普
通
科
連
隊
）

宮
崎
募
集
案
内
所

二
等
海
曹

住
友

健
太

（
阪
神
基
地
隊
）

令
和
七
年
三
月
十
七
日
付

援
護
課
長

防
衛
事
務
官

長
里

洋

（
都
城
駐
屯
地
業
務
隊
）

予
備
自
班
長

防
衛
事
務
官

相
良

康
博

（
九
州
補
給
処
）

令
和
七
年
四
月
一
日
付

【
定
年
退
官
者
】

援
護
課

准
陸
尉

斉
藤

健
一
郎

令
和
七
年
四
月
二
十
九
日
付

【艦艇広報 護衛艦「じんつう」特別・一般公開 護衛艦を見学しよう！】in宮崎港 令和７年２月８日（土）～９日（日）

みやざき犬使用許可第２８００４２号

【
一
般
功
労
（
個
人
）
】

中
武

勝
文

様

（
西
米
良
村
自
衛
隊
家
族
会
会
長
）

湯
浅

直
義

様

（
宮
崎
市
自
衛
隊
家
族
会
会
長
）

阿
部

慶
太
郎

様

（
小
林
市
自
衛
隊
家
族
会
会
長
）

黒
木

シ
ズ
子

様

（
宮
崎
県
防
衛
協
会
女
性
部
会
小
林
支
部
長
）

【
募
集
功
労
（
個
人
）
】

藤
島

裕
輔

様

（
綾
町
役
場
職
員
）

福
山

隆
司

様

（
都
城
高
等
学
校
就
職
指
導
主
任
）

橋
満

稔

様

（
自
衛
官
募
集
相
談
員
）

迫
田

雅
昭

様

（
小
林
市
役
所
職
員
）

【
募
集
功
労
（
団
体
）
】

宮
崎
県
立
五
ヶ
瀬
中
等
教
育
学
校

様

新
富
町

様

日
章
学
園
高
等
学
校

様

【
就
職
援
護
功
労
（
個
人
）
】

大
野

信
介

様

（
宮
崎
県
自
衛
隊
退
職
者
就
職
援
護
協
力
会
理
事
）

【
就
職
援
護
功
労
（
団
体
）
】

一
般
社
団
法
人
藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム

様

大
淀
開
発

株
式
会
社

様

株
式
会
社

明
光
社

様

社
会
福
祉
法
人

と
き
わ
会

様

【
予
備
自
衛
官
等
雇
用
功
労
】

株
式
会
社

Ｎ
Ｐ
Ｋ

様

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

様

護衛艦「じんつう」宮崎港入港

特別公開（宮崎県防衛議員連盟）

特別公開（艦長大野２佐）

地本ブース（ＶＲ体験等）

西部方面特科連隊支援 夜間ライトアップ公開（電燈艦飾）

部員記念撮影 感謝状贈呈式 会食での歓談

部員一同で招待者の受付


